
鬼ノ岩屋・実相寺古墳群（別府市）
鬼ノ岩屋古墳群の鬼ノ岩屋1号墳～実相寺古墳群の太郎塚・次郎塚と見て行こう！



　　　まずは、鬼ノ岩屋古墳群の鬼ノ岩屋1号墳







　　　ここは鬼ノ岩屋1号墳/6世紀末～7世紀初頭築造の円墳/前方に横穴式石室が開口しているのが見える 📹 video

https://youtu.be/42aSV1Fd4iw


　　　　右手から見たところ



　　　同じく、左手から見たところ/説明板がある



　　　　　装飾古墳のようだ/主体部は石屋形



　　　　横穴式石室への鉄門/施錠されている



　　　　　横穴式石室の入口も閉塞されている



　　　　左手から墳丘を見たところ/かすかに墳丘ラインが見て取れる 📹 video

https://youtu.be/_pwufWiJ_do


　　　　次は、実相寺古墳群の太郎塚・次郎塚



　　太郎塚・次郎塚の墳丘図/共に6世紀後半築造の円墳

別府市の「太郎塚古墳・次郎塚古墳の調査」より

https://youtu.be/-30L7u8zCEM


正面が次郎塚/左奥は太郎塚 📹 video

https://youtu.be/-30L7u8zCEM


太郎塚（左手）から次郎塚（右奥）方向を見たところ



　　　　　左手の太郎塚



左手が太郎塚、右手は次郎塚



　　　　　右手の次郎塚



　　　　　そこで、左手に太郎塚を見たところ 📹 video

https://youtu.be/-JbwIsqU1YE


　反対側で、次郎塚から太郎塚方向を見たところ



　　こちらは太郎塚から次郎塚方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/KKBY_fc5sJs


　　次郎塚を見たところ/墳頂に石室材が見える 📹 video

https://youtu.be/T1aTNWC2s1Q


　　　　アップで見たところ



　　　　　そこで、右手に太郎塚を見たところ



　　　　右手に回り込んで、太郎塚を見たところ



別府市の「太郎塚古墳・次郎塚古墳の調査」によると、「次郎塚古墳は、墳丘が南北方向に楕円形となり、墳丘南側の等高線59.500 ｍの箇所に羨道部の
天井石と考えられる扁平の石材がみられることから、次郎塚古墳の主体部入口は、墳丘南側の 9 トレンチ３区側で間違いないと思われる。この 9 トレンチ
３区で検出した太郎塚古墳の周溝は、次郎塚古墳の主体部への入口があるため途切れていると判断できる。つまり、設計段階で太郎塚古墳の墳丘と周溝
が先に設計され、次に次郎塚古墳設計されたものと考えられる。しかし、墳丘の築造時期については、出土遺物より TK43 型式並行の同時期に築造された
ものと考えられる。」という

別府市の「太郎塚古墳・次郎塚古墳の調査」より



　さて、フェンスの中に石室材がある/説明板もある



実相寺古墳群の天神畑古墳の横穴式石室を移築・復元したものらしい





　天神畑古墳の横穴式石室 📹 video

https://youtu.be/LN3LePbgzUE


　　また、付近には石室材と思われる石材が無造作に置かれていた



　　　　右手から見たところ






